
２０２４年度　学校評価項目・評価基準に基づく評価結果及び分析 南魚沼市立塩沢小学校

英語教育・国際理解

評価結果 評価 考察及び改善策 評価結果 評価 考察及び改善策

成
果
目
標

英語を使ってコミュニケー
ションをしたり、外国のこと
を学んだりすることが好きと
答える児童を増やす。

児童・保護者アンケートで肯
定的評価
Ａ：80％以上　Ｃ：60未満

（児童アンケート）
「英語を話したり、外国のこ
とを学んだりすることは楽し
いですか。」
1学期：３～６年
2学期：１～６年

（保護者アンケート）
「お子さんは、外国のことに
関心をもち、国際科の学習に
進んで取り組んでいます
か。」

児童８９．５％
保護者７０．４

児童保護者平
均
８０％

A

・児童、保護者ともに肯定的評価は昨年度より
上がっている。
・児童よりも保護者の評価が低いので、保護者
へのアピールが必要である。
・２学期は低学年も国際科が始まるので、楽し
く学べるような活動を工夫していく。 児童８８．７％

保護者７２．
０％

児童保護者平
均

８０．４％

Ａ

・保護者の肯定的評価は１学期と比べ少し上がっ
た。
・児童の肯定的評価は80％以上で比較的高い結果
となっている。
・今後も英語専科、ＡＬＴ、担任で連絡、打合せ
をしっかり行い、児童が生き生き、楽しく学べる
授業を行っていく。

教
育
活
動

英語を使って楽しくコミュニ
ケーションをとったり、外国
の文化や習慣について学んだ
りする授業を実践する。

職員アンケートで肯定的評価
Ａ：80％以上　　Ｃ：60％未
満

（職員アンケート）
「児童が進んでコミュニケー
ションを取ろうとするような
授業や外国の文化や習慣に触
れるような活動を実践するこ
とができた」

職員
８８．９％

Ａ

・４年生以上は英語専科、ＡＬＴを中心として
授業を進めていくことになるが、授業に直接関
わらない担任との情報交換も密に行い、授業改
善に生かして行く。
・１～３年生は担任が中心となって授業を進め
ていくので、ＡＬＴとの打合せをしっかり行
い、楽しい授業を心掛ける。 職員

１００％
A

・４年生以上は英語専科とＡＬＴが打合せや時数
調整を行いながら、言語活動の充実に取り組むこ
とができた。
・１～３年生は、担任とＡＬＴが打合せを行い、
児童が楽しく英語活動ができるような授業展開を
心掛けた。
・今後も単元学習のゴールを意識して、児童が生
き生きと言語活動に取り組めるような授業展開の
工夫を図っていく。
・高学年は、話す活動、書く活動も重点的に行っ
ていく。

運
営
活
動

・保護者・地域に積極的に発
信活動を行い、地域の国際科
に対する意識の向上、理解の
向上を図る。

職員アンケートで肯定的評価
Ａ：90％以上　　Ｃ：70％未
満

（職員アンケート）
「学年便りやＨＰを通して、
国際科や国際理解教育につい
て、学期に１回以上、家庭、
地域に発信することができた
か。」

職員
６２．５％

Ｃ

・低学年は２学期に国際科の１回目が始まるの
で、その時の様子をおたよりで紹介する。
・３年生以上は、２学期の授業の中で楽しそう
な活動を１回でよいので、おたよりで紹介す
る。

職員
６４．３％

Ｃ

・１～３年生は、担任がメインとなって授業を
行っているので、学年だより等で発信しやすい
が、高学年は英語専科が中心となって行っている
ので、学年だより等で紹介しずらいことがあるの
で、高学年も学期１回は、おたよりで紹介するよ
うに努力する。
・国際交流科会の様子については全学年がおたよ
りで保護者に発信できた。

チ
ャ
レ
ン
ジ
１

２学期１学期

　　【目指す姿】

進んで外国の生活や文化に親しんだり、外国語に触れたりしようとする子

評価項目 評価基準


